
若者の地方体験交流 募集概要 

北海道広尾町
ひろおちょう

（人口：6,228 人）    

 
（体験内容等） 

広尾町に一定期間働きながら滞在し、地域行事や体験プログラムなどを通して地域の方々と交流や自然・一次産業
体験など、広尾町での暮らしを体験していただきます。 

（受入期間）  ９月中旬～１１月下旬 のうち２～３週間 （最大１ヶ月） 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
 ・札幌駅よりＪＲ北海道バス「高速ひろおサンタ号」で広尾６丁目下車 （乗車時間 約４時間 40 分） 
 ・帯広駅より十勝バス「広尾線」で広尾役場前下車 （乗車時間 約２時間 40 分） 
 ・とかち帯広空港より車で約１時間 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  農山漁村での生活など興味のある大学生や社会人など（４０歳未満） 
○ 応募締切  参加を希望する日の概ね１ヶ月前まで 
○ 費用負担  現地までの交通費・宿泊費・食費・生活用品等：自己負担 
○ 宿泊施設  町内各種施設（参加者同士の共同生活になる場合もあります。） 
○ 食   事  自炊等（受入事業所によっては食事が用意される場合もあります。） 
○ そ の 他  2023 年度の募集については７月頃にホームページに掲載する予定です。 
          詳しくは下記の担当までお問合せください。 
（担当者から一言） 
 北海道・十勝の最南端に位置する広尾町は、太平洋や日高山脈に囲まれ、海も山も川もある自然あふれた町です。 
 自然の恵みをうけた新鮮な魚介類や乳製品など美味しい「食」も魅力のひとつです。 

広尾町ならではの仕事に従事しながら、休日は自然の中でゆったりした時間を過ごしてみませんか。 
（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当係名 北海道広尾町 企画課企画防災係 （担当：角井） 
TEL：01558-2-0184   E-mail：k-kikaku@town.hiroo.lg.jp  
URL：https://www.town.hiroo.lg.jp/kurashi/ijuu/hiroo_hurusato-workingholiday/ 

   

 

体験種目：就業体験、暮らし・イベント体験、農林漁業体験 

 

 

広尾町ふるさとワーキングホリデー 

過去の様子はインスタグラムで！ 


